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岐阜大学男女共同参画推進室 

ワーク・ライフ・バランス（男女共同参画論） ワーク・ライフ・バランス（男女共同参画論）開講 
 平成24年10月3日、全学共通教育（後期）において「ワーク・ライフ・バランス（男女共同参画論）」が

始まりました。本講義は、現代社会の男女参画の実態を明らかにし、岐阜大学の取り組みや実践を紹介するこ

とで、これからの社会のあり方を探っていくことを目的としています。 

  

開 講 日 テ ー マ 講  師 

10月 3日（水） ガイダンス 大藪 千穂教授（教育学部） 

10月10日（水） 女性と社会 －文学からみた女性の歴史－ 根岸 泰子教授（教育学部） 

10月17日（水） 現代社会と男女共同参画の実態 小林 月子教授（教育学部） 

10月24日（水） 生涯設計とワーク・ライフ・バランス１ 大藪 千穂教授（教育学部） 

10月31日（水） 生涯設計とワーク・ライフ・バランス２ 大藪 千穂教授（教育学部） 

11月 7日（水） 国と岐阜県の男女共同参画の取り組み 岐阜県 

11月14日（水） 岐阜市の男女共同参画の取り組み 岐阜市 

11月21日（水） 岐阜大学の男女共同参画の取り組み 林 正子男女共同参画推進室長 

11月28日（水） 岐阜大学での実践プログラム１ 大藪 千穂教授（教育学部） 

【 第２回 小レポートより（抜粋）】 

今からは個性を見ていくことが大切になるのではないかと感じた。 

男性、女性のイメージとあったが、男性から見た女性の、女性から見た男性の理想でもあるのではないか。 

今回の講義で印象的だったものの１つで、「男らしさ」「女らしさ」というものがありました。 

 この「男らしさ」「女らしさ」のイメージの中には少し笑ってしまうようなムチャクチャなものから、今でもまだ根強く 

 残っているようなものもあった。 

理科の実験の写真を見た時に何も感じなかったが、実は、男子が実験を行って、女子が後ろから見ているという男性と女性 

 の違いが表れていたことには驚いた。 

ご飯をよそう４コマ漫画のシーンで、現在でも女性が進んでご飯をよそうといった行為を進んで行うことが自分にも当ては 

 まるため、社会的に根付いたジェンダーはまだ残っていて昔とあまり変わっていないと思う。 

 第２回となる１０月１０日は、教育学部の根岸泰子教授が担当し、Sex 

（生物学的性差）とGender（社会的・文化的性差）の対比や、その歴史的推

移が紹介されました。 

 人間がジェンダーだけでなく階層・職業・宗教などによっても認識されてい

た 古代・中世の社会に対し、むしろ近代になってからは、ジェンダーが強調さ

れ女性の社会参加や性役割が限定されていったこと、現代日本のジェンダーは

高度経済成長期の終身雇用社会の家族モデルから来ていること、そしてこれか

らのよりよい男女共生社会への方向性とは何かなど、盛りだくさんのテーマに

ついて、画像や文学テクストの分析を交えての講義となりました。 

  

10月・11月の講義は以下のとおりです。 



マインドマップ講習会 
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マインドマップ講習会を開催 

 平成24年10月2日（火）に名古屋大学男女共同参画室准教授の 

榊原千鶴先生をお招きし、マインドマップ講習会を開催しました。

講習会には、「女性研究者支援のための人財バンク」の登録者や女

子大学院生・職員など15名が参加しました。 

 講習会では、榊原千鶴先生から、マインドマップの考え方や特

徴、基本的な描き方についてお話しいただきました。その後に実習

として、連想したイメージの描写や榊原先生が示されたセントラ

ル・イメージを用いたマインドマップの作成を行い、最後に、自分

の一週間のスケジュールをマインドマップで作成しました。 
▲講演する榊原千鶴氏 

▲実習作業の様子 

 本講習会で用いたテキスト、トニー・ブザン著『マインドマップ 

超入門』は、男女共同参画推進室で貸し出しています。ご関心のあ

る方は、男女共同参画推進室にて借りことができるほか、学内便で

の貸出しも行っています。学内便での貸出しについては4ページの

「学内便による貸出方法」をご覧ください。 

アンケート結果 

講習会への参加により達成された項目（複数回答） 

今後のセミナーへの参加希望（Q.今後、このようなセミナーに参加したいと思いますか？） 

感想、ご意見等(抜粋) 

・分かりやすかったです。いろいろなところで使えそうな気がします。 

・今日のマインドマップ講習会はとても良かったです。マインドマップということを深く 

 理解してて、今後の生活、また勉強に役に立つと思います。 

・とてもおもしろかったです！頭がやわらかくなった気がします。 

・産業革命時代と同じ、白か黒か発想しかしていなかったことに気づきました。自分で 

 よく理解して、ホントは娘と息子に教えてあげたい。 

・とても勉強になりました。ありがとうございました。普段エクセルで整理していたので、 

 新たな発見でした。今後、使えそうです。 

 

その他：研究に採用できます。マップ作成と論文や研究等の成果が今１つつかめない。 
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男女共同参画学協会連絡会シンポジウム 男女共同参画学協会連絡会シンポジウムに参加 

育児休業者交流会 育児休業者交流会を開催 

 10月7日（日）に東京慈恵医科大学で行われた「第10回 男女共同参

画学協会連絡会シンポジウム」に男女共同参画推進室員が参加しました。  

 男女共同参画学協会連絡会は2002年に発足。科学・技術の分野におい

て、女性と男性が共に個性と能力を発揮できる環境づくりとネットワーク

作りを行い、社会に貢献することを目的として活動を行っています。現

在、７０を超える自然科学系分野の学会が加盟しています。    

 10年目の節目となる本シンポジウムでは、基底テーマを「科学・技術

における性差」とし、午前中の分科会では、女性リーダーをどのように育

てるか？、 男女共同参画の取り組みの成果と今後の展望、キャリア形成

のためのコツは何か？について活発な議論が行われました。午後の全体会

議では、パネル討論 I：男女共同参画学協会連絡会10周年記念 「男女共

同参画の過去・現在・未来―学協会連絡会10年の歩みを振り返って」が 

連絡会第3回大規模アンケート実施のお知らせ 
 自然科学系研究者・技術者の男女共同参画に関する基礎データとなるもので、 2003年の第1回
調査では19291件 、2007年の第2回調査では14110件の回答があり、これらのデータをもとに要望
活動が行われ、我が国の政策決定に反映されてきました。 
 学協会よりアンケート回答への呼びかけがありました。詳細は以下をご参照ください。 
 
回答期間： 2012年11月1～30日 
アンケート回答URL:  https://wss2.5star.jp/survey/index/n3dd5zyv/4134/ 
   

あり、1. 出発以前の頃、2. 連絡会発足とその後の10年、3. 未来に向けて（分科会報告）と時間経過ととも

に活動がどのように進展してきたかについて講演があり、続く総合討論では今後の課題などについて議論が行

われました。パネル討論 II：「男女の違いと科学・技術」では、1. 脳の2つの性‐セックスとジェンダー‐、

2. 性差に基づいた医学・医療の考え方、3. 女子が理科を好きになるしかけづくり、4. Professionalism  

and leadership ‐Leaderの条件‐などについて、幅広い視点からの講演がありました。 

 ９月２６日（水）、育児休業中の事務系職員のための交流会が開催されました。この交流会は、人材開発部職員

育成課の次世代育成支援の取組の一環として、育児休業者の職場復帰を支援するため、初めての試みとして実施さ

れたものです。交流会には、育児休業者８名と育児休業経験者２名、人材開発部担当職員が参加し、育休から復帰

した際の仕事と育児の両立への不安や、復帰後の様々な両立支援制度利用の希望などについて交流しました。 

事務系職員 

Ｑ：本日の交流会は、あなたにとって有意義でしたか？
    

大変有意義だった ７名 
有意義だった 

１名 

100％ 

▲交流会の様子 

＊経験者の方や現在育休中の方のお話を伺うことができて、参考になりました。 

＊自分が不安に思っていることが、他の方と同じだったことがわかって少し気が楽に 

 なりました。 

【 感 想 】    

アンケート結果 
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岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 
〒501-1193 岐阜市柳戸1-1  Tel：058-293-3378 Fax：058-293-3396  Ｅ-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

 キャリア形成、子育て、介護、ワーク・ライフ・バランスに関する新しい

図書が入りました。図書は、カモミール・カフェで自由に閲覧していただけ

るほか、貸出しも行っています（貸出期間は原則２週間）。学内の方ならど

なたでもお使いいただけます。ぜひ、ご利用ください。 

貸出図書の紹介 貸出図書の紹介 

No. タイトル No. タイトル 
126  就職四季報 女子版 2012年版 

127  びっくり、ふしぎ写真で科学⑤ 瞬間をとらえる 

128  びっくり、ふしぎ写真で科学⑥ 自然がつくるアート 

129  動く！光る！変化する！小学生の工作65 

130  小学生のキッチンでかんたん実験60 

131  小学生のキッチンでおやつマジック 

132  小学館の図鑑NEO 科学の実験 

133  小学生のパンとケーキのおやつマジック 

134  小学生のチョコレートのおやつマジック 

135  マリー・キュリーの挑戦 

136  日経WOMAN別冊 保険の本 

137  平成23年度 科学技術白書 

138  男女共同参画社会データ集 

139  育つ・つながる子育て支援 具体的な技術・態度を身

 につける32のリスト 

140  よくわかる子育て支援・家族援助論 

141  子育て支援シリーズ１ 子育て支援の潮流と課題 

142  子育て支援シリーズ２ ワーク・ライフ・バランス 仕

 事と子育ての両立支援 

143  少子化克服への最終処方箋 

144  ジェンダー・トラック 青年期女性の進路形成と教育

 組織の社会学 

145  女性のキャリア継続 

146  非正規雇用のキャリア形成 

147  学校文化とジェンダー 

149  ジェンダーと教育 

150  大学院のすすめ 

151  理工系＆バイオ系 大学院で成功する方法 

152  研究者という職業 

153  スタディスキルズ 卒研・卒論から修士論まで、研究

 生活サバイバルガイド 

154  理系のための口頭発表術 聴衆を魅了する20の原則 

 

155  ラボ・ダイナミクス 理系人間のためのコミュニケー

 ションスキル 

156  学会ポスターのデザイン術 ポスター発表を成功に導

 くプレゼン手法 

157  キャリア・ダウンのすすめ 

158  女性の知らない7つのルール 

159  しなやかにプロフェッショナル 科学者・技術者をめ

 ざすあなたへ 

160  働く女性が35歳の壁を乗り越えるためのヒント 

161  働く女の胸のウチ 

162  ジェンダーは科学を変える!? 

163  ワーキングカップルの人生戦略 

164  パルール あなたの家族を101倍ハッピーにする本 

165  働くママの仕事と育児 

166  少子化時代の多様で柔軟な働き方の創出 

167  論争 日本のワーク・ライフ・バランス 

168  おひとりさまの老後 

169  男おひとり様道 

170  自分の親が認知症？と思ったら・・・ 

171  完全版 ビッグツリー 

172  なんとなく就活している君へ 

173  大学院に合格する研究計画書の書き方 

174  企業の研究者をめざす皆さんへ 

175  理科離れしているのは誰か 

176  理系なお姉さんは苦手ですか？ 

177  大学院留学のすべて 

178  出生率の回復とワークライフバランス 

179  老いる準備 介護することされること 

180  働くママが日本を救う！ 

181  ノーベル賞科学者のアタマの中 

182  遠距離介護 

183  科学者をめざす君たちへ 

 教職員の方には学内便による貸出しも行って

います。蔵書リストからご希望の書籍と学内の

宛先および連絡先（電話番号）を、男女共同参

画推進室までメールまたは電話でお知らせくだ

さい。学内便にてお届けいたします。ご利用後

は、学内便にて男女共同参画推進室宛てにご返

却ください。 

学内便による貸出方法 蔵書リスト 

トップページ 

 

お役立ち情報 

ライブラリ 

 

貸出図書一覧 

男女共同参画推進室ホームページでご覧

いただくことができます。 

mailto:sankaku@gifu-u.ac.jp

	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

